
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３２９ 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 生物 単位数 ４単位 年次 ２年次 

使用教科書 生物 （啓林館） 

副教材等 セミナー生物 （第一学習社） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

予測困難な時代にあって，我が国の高校生は，様々な変化に向き合い，自ら考え，他者と協働して課題

を解決できるようになることが求められている。自然や身近な生命現象はもとより，複雑な現代の課題

に対しても，科学的に探究できる力を身につけることは，社会にとって必要であるとともに，生徒自身

の興味や知識を豊かにする上でも重要である。これからの社会の急速な進 展や変化に十分に対応し，

主体的に学び，考える人間の育成を目指す。 

 

 

２ 学習の到達目標 

生物基礎で学んだ内容をベースに生物や生物現象への関心を高め、目的意識をもって観察、実験な

どを行うことを通して、生物学的に探究する能力と資質を次の通り育成することを目指す。 

（１）生物や生物現象について理解するとともに科学的に探究するために必要な観察、実験などに

関する基本的な技能を身に付けるようにする。 

（２）習得した知識を活用して課題を解決できる思考力・判断力・表現力などを身につけるように

するとともに、観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。 

（３）自然や生物に親しみ、生物現象に関心をもつ態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

生物や生物現象について、基

本的な概念や原理・原則を理

解し、知識を身に付けている。 

実験や実習を通じて、科学的

な思考・考察を行う。 

生物や生物現象について、基本

的な概念や原理・原則を理解

し、科学的に探究しようとして

いる。また、考査などの振り返

りに対し積極的に取り組もう

としている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 第
１
部
「
生
物
の
進
化
」 

 a: 生命の起源と生物進化の

道筋について学び，生物進化

がどのようにして起こるのか

を理解する。 

 

b: 生物基礎で学んだ生物の

共通性と多様性について，生

物の進化との関係性など，科

学的に考察し表現しているな

ど，科学的に探究している。 

 

c: 生物の進化と生命の起源

に関する事物・現象に進んで

関わり，見通しをもったり振

り返ったりするなど，科学的

に探究しようとしている。 

 

定期テスト 

小テスト 

定期テスト 

 

提出ノート 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

第
２
部
「
生
命
現
象
と
物
質
」 

 a: 光合成によって光エネル

ギーを用いて有機物がつくら

れ，呼吸によって有機物から

エネルギーが取り出されるし

くみを理解する。 

 

b: 光合成と呼吸について，グ

ラフを的確に読みとることが

できる。また、実験などを行

い，科学的に考察し表現して

いるなど，科学的に探究して

いる。 

 

c: 光合成と呼吸に関する事

物・現象に進んで関わり，見

通しをもったり振り返ったり

するなど，科学的に探究しよ

うとしている。 

 

定期テスト 

小テスト 

定期テスト 

 

提出ノート 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 
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２ 第
３
部
「
遺
伝
情
報
の
発
現
と
発
生
」 

 a: DNA の構造，遺伝情報の

複製･転写･翻訳のしくみ，そ

して遺伝子発現の調節を学

ぶ。また，受精，卵割から器

官分化の始まりまでの過程に

ついて学ぶとともに，細胞の

分化と形態形成のしくみを理

解する。 

 

b: 遺伝情報の複製・転写・翻

訳のしくみを理解し，我々の

形質発現に結び付け科学的に

探究している。 

 

c: 遺伝子発現の調節，発生の

しくみに進んで関わり，見通

しをもったり振り返ったりす

るなど，科学的に探究しよう

としている。 

 

定期テスト 

小テスト 

定期テスト 

 

提出ノート 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

第
４
部
「
生
物
の
環
境
応
答
」 

a: 受容器，神経，効果器など

の構造としくみを理解する。

また，植物におけるホルモン

の役割を理解する。 

 

b: 自分たちの体の反応や植

物の現象を科学的に考察し，

探求している。 

 

c: 受容器，効果器，植物ホル

モンの知識をもとに身の回り

の自然現象に進んで関わり，

見通しをもったり振り返った

りするなど，科学的に探究し

ようとしている。 

 

定期テスト 

小テスト 

定期テスト 

 

提出ノート 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 
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３ 第
５
部
「
生
態
と
環
境
」 

 a: 生物の生活に影響を及ぼ

している環境と生物との関係

について理解する。 

 

b: 生態系における物質生産

とエネルギー効率について学

ぶとともに，生態系における

生物多様性に影響を与える要

因を理解する。 

 

c: 環境と生物との関係する

事物・現象に進んで関わり，

見通しをもったり振り返った

りするなど，科学的に探究し

ようとしている。 

 

定期テスト 

小テスト 

定期テスト 

 

提出ノート 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


